
 

 

 

 

 

令和元年度第 1回 

我孫子市いじめ防止対策委員会 
 

 

 

 

 

日 時  令 和 元 年 6 月 ７ 日 （ 金 曜 日 ） 

午後 3 時 00 分～午後 4 時 30 分 

 

場 所  我孫子市教育委員会 大会議室 

 

 

 

 

 

 

 



令和元年度  第１回いじめ防止対策委員会 

                              令和元年６月７日（金）     

                            我孫子市教育委員会大会議室  

                               １５：００～  

１ 開会 …（人見） 

 

２ 会議の公開について …（人見） 

   ・傍聴に関する注意事項の確認 

 

３ 我孫子市いじめ防止対策委員会の設置について…（人見） 

   ・「いじめ防止対策委員会」設置要綱についての確認 

 

４ 委員の紹介（自己紹介） 

     

５ いじめ防止対策についての取組 

○議長：本日の議事に入る前に、設置要綱の第６条（調査部会）についての確認です。 

     この委員会には第三者委員会になりうる委員が含まれています。重大事態に係わる調査に、

市の職員でない村田委員・櫻井委員・佐藤哲委員・久米委員の４名に引き受けていただき、

さらに代表には佐藤哲委員に就いていただいています。この調査部会が開かれないで済むよ

うに取り組んでいきたいと思いますし、万が一の場合に、いち早く動けるようにと考えてい

ます。また我孫子市の特長として福祉部や子ども部との連携が強いという点があります。事

あれば、早急に連携を図り対応するという体制になっています。さらにいじめ防止対策担当

職員を置き、直接子どもの様子を見聞きし、解決できるよう活動しています。では、取組に

ついて、報告してもらいますが、項目全体を報告してもらい、そのあと意見交換をお願いし

ます。 

    まず（１）「令和元年度 いじめアンケートについて」お願いします。 

 

（１）「令和元年度 いじめアンケート」について（人見） 

・「いじめアンケート」は６月と１１月の年に２回行われます。 

・アンケート実施の目的を「児童生徒自身」は自分の悩みを打ち明ける場とし、自分を見つ

め他者との関りを考える場とします。「学校」は、いじめの実態をつかみ、対策の資料とし

ます。「教育委員会」は、市内小中学生のいじめの全体像をつかみ、対策の資料とします。

このような位置づけをし、いじめの早期発見、早期対応に活用しています。 

・学校（担任）は「いじめアンケート」の集計後、教育相談によって子どもたちに話を聞い

ていきます。実態を把握し，学校職員で共通理解を図ったりいじめられている子どもの見

守りをしたりして、いじめ解消に向けて取り組みます。 

・教育委員会でも、各学校の状況を把握し、いじめ防止対策担当職員が学校を訪問して観察

したり、聞き取り調査を行ったりしています。第三者の目で学校側に指摘したり、助言し



たりして、いじめの解消、深刻化を防いでいます。いじめアンケート後に市内全校を訪問

していますが、学校からの要請を受けての訪問も行っています。また、学校の養護教諭と

の連携を深めていきたいと考えています。 

・昨年度までの認知の推移で６月と１１月を比較すると１１月が減る傾向があります。これ

は学級の人間関係づくりが一因になっていると考えています。 

 

（２）「平成３０年度インターネットや携帯電話についての調査結果」について（人見） 

・インターネットや携帯電話についての調査結果です。小学校段階では、スマートフォンや

携帯電話を約半数の児童が持っていると回答しています。そのうち２０％の児童がスマー

トフォンを持っています。中学校になると、スマートフォンや携帯電話の所持率は８０％

を超えます。そのうちの７０％がスマートフォンを所持しています。 

     ・３年前のスマートフォンの所持率は、小学校では約８％、中学校では、約５０％でした。

スマートフォン所持が増え、子ども達にとってかなり身近になってきたと言えます。 

 

（３）「いじめ防止対策の取り組み」について（人見） 

・Ｑ－Ｕ検査は、「学級満足度尺度」と「学校生活意欲尺度」の２つの尺度を基に、児童生徒

の心の状態を把握します。どちらの尺度も高ければ、学級生活満足群に位置します。学級

生活満足群に位置している児童生徒は、安心した学校生活を送れていると思われます。逆

にどちらの尺度も低いと、学級生活不満足群に位置します。注意深く見守る必要がありま

す。周囲とのかかわりが消極的で、休み時間に一人で過ごすことが多いかもしれません。

時には悪口を言われたり、学級にいたくないという思いを持ったりしているかもしれませ

ん。つまり、いじめや悪ふざけを受けていたり、学級の中で自分の居場所を見いだせなか

ったりしている可能性があると考えられます。このような児童生徒を可視化して見つける

ことができます。 

・アンケートの他に、特別の教科となる道徳教育の充実を図ったり教職員研修を実施したり

しています。 

・小中一貫カリキュラムである「情報モラル教育モデルカリキュラム」をご覧ください。ス

マートフォンや携帯電話の所持率が上がっているため、より一層の情報モラル教育の充実

が求められています。 

・「いじめのサインチェック表」も学校に周知しています。いじめの早期発見の一つの手立て

として活用を図っていきたいと思います。 

 

（４）「小中学生のためのいじめ・悩み相談ホットライン」について（人見） 

・最後に、「小中学生のためのいじめ・悩み相談ホットライン」について説明します。いじめ

アンケートや日頃の生徒指導だけでは、すべてのいじめを見つけることができるとは言え

ません。児童生徒が悩みを打ち明けられる窓口が、学校だけではないことを、市のホーム

ページやチラシで周知しております。  

     

 



 

 ６ 意見交換 

〇議 長 ：それでは、事務局から報告がありました件を中心に、意見交換の時間として進めてい

きたいと思います。 

具体的な説明があったように、それぞれの学校で取組がなされ、学校によっては教室

の出入り口に「いじめ標語」などを掲示しているところもあります。各学校・学級の

取組がなされていますが、やはり「いじめはなくならない」という認識を持って取り

組んでいかないといけないと考えてます。小さいうちに発見し対応することが大切で、

いじめアンケートや Q-U 検査、学級での先生の気づきなど、いくつかの手段を併せて

見つけていくことが必要です。一つにこだわって、それだけで見つけるのは難しいで

す。多くの手段を使って見つけ、解決していきたいと考えています。 

実際にアンケートや Q-U 検査をどのように活用していたか聞かせて下さい。 

 

＊人見主事：いじめはどこでも誰にでも起こりうると考えています。だからこそ、学級では悩みを

抱えている子がいます。日頃、担任に寄ってきてよく話をする子は「言える子」です

が、中には自分から「言えない子」もいますから、アンケート・Q-U 検査などで把握

し、対応してきました。 

 

○議 長 ：いじめの認識を共有するきっかけとしていじめアンケートや Q-U 検査を活用してき

ました。いったん解決したこともさらに継続観察をし、その状況について共有するこ

とも加えてきました。それ以外に拾える事案も共有する必要があると思います。 

 

＊久米委員：いじめ防止対策担当職員の「養護教諭との連携をさらに深めたい」というのは有効な

ことだと思います。ストレスがたまると、うつ的な症状だけでなく、身体的症状も出

てきます。家で頭痛がすると言うと「頭痛薬を飲みなさい」と言われます。しかし頭

痛だけでなく歯痛もするというような場合、いじめの心配もあります。虐待の場合も

あざができる身体的な事ばかりでなく、心理的虐待やネグレクトの場合、「起きられな

い」とか「体重が減る」などの症状が出ることがあります。何を訴えているかが重要

です。夏に毎日マスクをしている場合も防衛本能が働いていることがあります。どう

してなのかという目をまわりが持つことが大切です。 

「ストレスコップ」という良い資料があります。活用していただきたいです。 

 

＊三澤委員：いじめ問題については、いろいろな角度から見ていく必要があります。いじめのサイ

ンという家庭用の資料がありますが、出来ていない家庭があると思います。子どもの

いじめに関心がない家庭もあり、漏れていく子どもを学校だけで対応していけないの

ではないかと思います。帰宅後や週末の子どもの様子の把握など、いじめ問題の意識

をあげていかなくてはいけません。保護者が対応していくことに難しい家庭もあり、

どう救っていくか答えが見つからない不安もあります。社会福祉課や子ども課などに

は、子どものいる時間に訪問して欲しいというお願いもしています。 



 

＊丸 委員：一番大切なことは、子どもをよく見るということだと思います。発言や表情、様子な

ど。 

また、教育相談を年２～３回行うことも必要であり、いじめアンケートなど何度も重

ねて、多くの目で見ていくことが大切で、他の職員と共有していかなければなりませ

ん。学校でいじめ被害を言えない子が学校以外で言えることは良かったと捉え、その

子のプラスになるのではないかと考えています。このことを受け入れ、きちんとやっ

ていくことが学校であると思います。 

 

  ○議 長 ：様々な事を共有してこそ、有効になると思います。学校だけでは拾いきれないことが

あります。どこかで拾って連携できればと思います。本日出てきた課題もありますが、

この委員会が成長しているのだと考えています。「昨日のやり方」から「実は他にも…

課題がある」というように、新たな課題が見つかれば良しとして、今後より有効的な

委員会にしていきたいと思います。他にご意見等ないようでしたら、諸連絡について、

事務局お願いします。 

 

７ 諸連絡…（人見） 

        ・第２回は、１０月１８日（金）１５：００～ 市教委大会議室 

・第３回は、 ２月２０日（木）１５：００～ 市教委大会議室 

 

８ 閉会 …（人見） 


